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【序論】発光電気化学セル(Light-emitting Electrochemical Cell: LEC)は、有機発光ダイオード

(Organic Light-Emitting Diode: OLED)と比較して構造が単純で低電圧駆動が可能な新規発光デ

バイスとして注目を集めているが、その動作機構の詳細は明らかとなっていない。これに対

し我々は、高分子材料や熱活性化遅延蛍光(Thermally Activated Delayed Fluorescence: TADF)材

料を用いた LEC 素子に電子スピン共鳴分光法(Electron Spin Resonance: ESR)を適用すること

で、電荷ドーピング過程を研究してきた。Hyperfluorescence 技術とは、狭発光の蛍光材料と

TADF材料を用いて、有機 ELの効率と発光の色純度を向上させる技術である[1]。本研究では、

蛍光材料 ν-DABNA[2]と TADF 材料 HDT-1を用いて、hyperfluorescence LECを作製し、オペラ

ンド ESR測定により各電圧における長寿命の電荷状態を微視的な観点から研究した。 

 

【実験】作製した基本素子構造は ITO/ν-DABNA:HDT-1:PVK:OXD-7:[THABF4]/Al である。

PVKと OXD-7はホスト材料であり、THABF4はイオン液体である。発光層はスピンコート法

により、Al は真空蒸着法により製膜した。作製した素子は窒素雰囲気下で配線後、ESR試料

管内に封止し、室温で ESR測定を行った。 

 

【結果】作製した J-V-L（電流-電圧-輝度）測定用 hyperfluorescence LEC素子は純青色で発光

し、輝度が最大 1,500 cd m-2程度である。ESR 測定用素子は、印加電圧（Vbias）の増加ととも

に電流が流れ始め、Vbias = 13 Vで発光が開始した。Fig. 1 に ESR信号から算出されたスピン

数（Nspin）と、ESR信号と同時に測定された電流密度（J）の Vbias依存性を示す。Fig. 2に ESR

信号の Vbias依存性を示す。Vbiasの増加に伴い、ESR信号の強度が増加し、Nspinも増加した。以

上の信号解析の詳細と微視的な観点から得られたLECの詳細な動作機構については当日議論

する。 
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Fig. 2. Vbias dependence of the ESR spectra  
of the hyperfluorescence LEC. 

Fig. 1. Vbias dependence of the number of spins (Nspin)  
and current density (J) of a hyperfluorescence LEC. 
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